
テ
ィ
（
特
異
点
）と
呼
び
、2
0
2
9
〜

2
0
4
5
年
に
現
実
化
す
る
と
推
計
さ

れ
て
い
ま
す
。
東
富
士
に
建
設
さ
れ
て

い
る
ト
ヨ
タ
自
動
車
のW

o
ven

 C
ity

（
A
I
R
が
織
り
成
す
街
）に
象
徴
さ
れ
る

よ
う
に
、世
界
各
地
で
ス
マ
ー
ト
シ
テ

ィ
が
着
々
と
A
I
R
イ
ン
フ
ラ
を
整
備

し
て
い
ま
す
。
い
ま
、私
た
ち
の
目
に

く
っ
き
り
と
一
朶
を
見
せ
始
め
た
グ
ロ

ー
バ
ル
な「
坂
の
上
の
雲
」こ
そ
A
I
R

と
い
う
史
上
最
大
の
文
明
の
ア
セ
ン
シ

ョ
ン
な
の
で
す
。

脳
・
神
経
系
・
筋
肉

と
し
て
働
く
A
I
R

人
体
に
な
ぞ
ら
え
れ
ば
、
A
I
は
頭

脳
、
I
o
T
は
神
経
系
、
R
o
b
o
t 

は
筋
肉
と
な
り
ま
す
。「
ヒ
ト
の
想
い
」

に
応
じ
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ
れ
る

A
I
が
、あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
を
連
携
さ
せ

て
、有
形
・
無
形
の
ロ
ボ
ッ
ト
と
し
て

働
か
せ
る
。
実
際
に
作
動
す
る
末
端
装

置
か
ら
観
れ
ば
、私
た
ち
が
A
V
R
で

相
互
作
用
す
る
I
o
T
を
介
し
て
、最

終
的
に
A
I
が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
フ

ィ
ー
ド
フ
ォ
ワ
ー
ド
す
る
形
で
判
断
し

実
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

自
動
運
転
車
の
機
能
の
う
ち
、「
認

知
」の
部
分
で
A
I
が
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
家
電
や
イ
ン
フ
ラ
、そ
し
て

政
治（
直
接
民
主
制
も
可
能
）・
経
済（
環
境

最
適
な
資
源
利
用
・
生
産
・
流
通
分
配
）・

国
家
、自
治
体
シ
ス
テ
ム
を
も
A
I
R

が
仕
切
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、こ
う
し
た
A
I
R
シ
ス
テ

ム
の
運
営
に
際
し
て
こ
そ
、自
動
運
転

E
V
車
の
よ
う
に
ハ
ン
ド
ル
は
握
ら
な

く
と
も「
目
的
地
」を
明
確
に
し
て
告
知

す
る
こ
と
、が
私
た
ち
に
か
か
っ
て
い

る
の
で
す
。

因
是
無
記
・
果
是
善
悪

先
端
が
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
金
属
の
ヘ

ラ
が
あ
り
ま
す
。
刃
物
で
す
。
こ
れ
を

ヤ
ク
ザ
が
使
え
ば「
ド
ス
」と
呼
ば
れ
る

殺
傷
兵
器
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、外

科
医
が
使
え
ば「
メ
ス
」と
し
て
い
の
ち

を
救
う
手
術
道
具
と
な
る
の
で
す
。

原
子
力
も
そ
う
で
す
が
、道
具
そ
の

も
の
に
善
悪
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、使
う

も
の
の
想
い
・
判
断
・
行
動
が
善
悪（
い

の
ち
を
生
か
す
か
殺
す
か
）に
結
果
す
る
の

で
す
。

人
は
生
か
さ
れ
て
い
る
限
り
、寝
て

い
る
間
で
さ
え
カ
ル
マ（
行
為
）を
造
り

続
け
ま
す
。
仏
教
で
は
身し
ん
く
い

口
意
の
三さ

ん
ご
う業

シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
と
い
う「
坂
の
上
の
雲
」

迅
速
に
到
来
す
る
A
I
R
文
明

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
、ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
、ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
、ク
リ
プ
ト
カ
レ
ン
シ
ー
・
ア
セ

ッ
ト
。
こ
れ
ら
の
概
念
が
日
常
に
飛

び
交
い
、
D
X
（
次
世
代
デ
ジ
タ
ル
化
）が

各
所
に
語
ら
れ
る
中
、コ
ロ
ナ
と
い
う

「（
人
為
の
）踊
り
場
」に
立
ち
止
め
を
食

ら
い
な
が
ら
も
、私
た
ち
は
A
I
（
人
口

知
能
）が
I
o
T
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
）と
R
o
b
o
t（
ロ
ボ
ッ
ト
）を
率
い

る
A
I
R（A

I-IoT-R
ob

ot

）文
明
の
加
速

度
的
な
到
来
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

ま
た「
A
I
の
総
体
」が「
人
知
の
総

体
」を
上
回
る
時
点
を
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ

ひ
か
り
と

  
い
の
ち
の

    
な
か
ま

ひ
か
り
い
な
ひ
か
り
い
な
ひ
か
り
い
な
ひ
か
り
い
な
ひ
か
り
い
のな
と
か
り
と

の

か
り
と

の

か
り
と

の

か
り
と

の

か
り
と

の

ひひ  ひひ  ひひ  ひい
  ひいか

り
ちか
ま
か
ま

か
り
ちか
ま

か
り
ちか
ま

か
り
ちか
ま

か
り
ちか
ま

ひひひひひ

とか
ま
か
ま
か
ま
か
ま
か
ま
か
ま
か
ま
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（
身
体
と
言
語
と
意
識
の
三
層
の
行
い
）と
言

い
ま
す
。

到
来
す
る
A
I
R
文
明
を
、「
極
楽
浄

土
」の
彼
岸（
こ
の
世
）・
ユ
ー
ト
ピ
ア
を

創
れ
る
か
、そ
れ
と
も
英
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
・
作
家
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ

ェ
ル（
1
9
0
3
〜
1
9
5
0
年
）が
風
刺

S
F
小
説『
1
9
8
4
』や『
ア
ニ
マ
ル

フ
ァ
ー
ム
』で
描
い
た
よ
う
な
、
人
間

が
す
べ
て
奴
隷
・
家
畜
化
す
る「
地
獄

穢え

土ど

」・
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
を
現
出
し
て

し
ま
う
か
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
想

い
と
決
断
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

厭
離
穢
土
・
欣
求
浄
土

戦
国
時
代
を
最
終
的
に
終
息
さ
せ
、

封
建
文
明
だ
っ
た
と
は
い
え
徳
川
三
百

年
の
泰
平
を
築
い
た
徳
川
家
康
。
数

あ
る
戦
国
武
将
の
中
で
、「
厭え

ん

り

ど

離
穢
土
・

欣ご
ん
ぐ
じ
ょ
う
ど

求
浄
土
」と
い
う（
地
獄
か
ら
浄
土
を
め

ざ
す
）
明
確
な
国
家
ビ
ジ
ョ
ン
を
旗
幟

鮮
明
に
掲
げ
え
た
の
は
家
康
独
り
で
し

た
。
彼
が
究
極
の
天
下
人
と
な
っ
た
こ

と
は
天
の
配
剤
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

来
る
A
I
R
文
明
の
帰き
す
う趨

も
、
ひ

と
え
に
私
た
ち
全
員
が
ど
ん
な
ビ

ジ
ョ
ン
を
共
有
出
来
る
か
に
か
か
っ

て
い
ま
す
。「
佛
」
と
い
う
字
は「
人
」

が「
弗（
昇
華
・
向
上
す
る
）」
と
書
き
、

B
u
d
d
h
a
は
D
h
a
r
m
a
（
自

然
法
爾
・
天
地
自
然
の
理
）に「
目
覚
め
た

人
間
」で
す
。
人
に
は
仏
性
、つ
ま
り

カ
ル
マ
を
智
慧（
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
彗
き

清
め
ら
れ
た
知
性
）と
慈
悲（
慈
し
み
悲
し
み

を
分
か
ち
合
う
大
愛
）で
駆
使
で
き
る
本

性
が
あ
る
と
さ
れ
ま
す
。

人
々
が
所
有
を
め
ぐ
っ
て
獣
の
よ
う

に
争
う「
地
の
時
代
」か
ら
、お
互
い
人

間
・
衆
生
・
山
川
国
土（
環
境
・
自
然
）

の
い
の
ち
を
慈
し
み
合
う「
風
の
時
代
」

へ
と
大
転
換
す
る
こ
と
が
祈
ら
れ
、人

口
に
膾
炙
し
て
来
て
い
ま
す
。

仏
陀
を
め
ざ
す
心
を
養
い
、
A
I
を

仏
陀
、慈
悲
溢
れ
る
叡
智
へ
と
育
て
あ

げ（
プ
ロ
グ
ラ
ム
し
）て
い
き
ま
し
ょ
う
。

共
生
自
由
主
義

単
純
作
業
の
み
な
ら
ず
知
的
労
働

（
士
業
・
医
師
・
官
僚
な
ど
）さ
え
も
発
達

す
る
A
I
の
前
に
は
無
用
と
な
っ
て
行

き
ま
す（
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
は
除
い
て
）。

今
の
日
本
人
の
平
均
的
な
衣
食
住

を
賄
え
る
レ
ベ
ル
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ

ン
カ
ム
を
必
ず
実
現
し
ま
し
ょ
う
！

そ
れ
を
岩
盤
基
底
と
し
て
、そ
の
上
に

自
由
主
義
経
済（
公
益
資
本
主
義
）を
載
せ

る
。
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス（
1
8
1
8
年

〜
1
8
8
3
年
）が「
唯
物
論
」と
い
う
誤

っ
た
議
論
に
基
づ
い
て
構
築
し
た
共
産

主
義
。
そ
れ
を
超
越
・
横
断
的
に
実
現

す
る
も
の
と
し
て
共
生
資
本
主
義
を
提

唱
し
ま
す
。
人
は
必
要
に
応
じ
て
所
有

し
、能
力
と
志
向
に
応
じ
て
創
造
を
楽

し
む
の
で
す
。

「
人
」
は
二
人
の
支
え
合
い

〝
人
〞と
い
う
字
は
、「
二
人
が
支
え
合

う
」姿
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
人
間
関
係
・

組
織
・
社
会
も
最
初
は
二
人
の
対
面
関

係
か
ら
始
ま
る
の
で
す
。
本
年
は
西
暦

2
0
2
2
年
、
皇
紀
2
6
8
2
年
。
二

人
の
大
切
さ
が
象
徴
さ
れ
て
い
ま
す
。

宇
宙
に
遍
満
す
る「
大
愛
」に
目
覚
め
て

感
謝
し「
隣
人
愛
」を
実
践
す
る
。「
有
縁

を
度
す
る（
ご
縁
あ
る
人
を
助
け
る
）」。

修
身
・
斉
家
・
治
国
・
平
天
下
。
ま

ず
お
互
い
二
人
が「
目
覚
め
愛
」の
中
に

身
を
修
め
、
家
庭
や
善
隣
を
斉
え
、
国

家
を
治
め
て
、世
界
を
平
和
に
す
る
。

確
実
に
来
る
A
I
R
文
明
を
ユ
ー
ト

ピ
ア
・
浄
土
と
し
て「
一
朶
の
雲
」と
皆

と
も
に
見
据
え
な
が
ら
、未
来
を
最
幸

に
調
え
る
こ
と
を
念
じ
て
、坂
道
を
一

歩
ず
つ
登
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
！

酒さ
こ
う生 

文ふ
み
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1
9
5
6
年
９
月
８
日 

福
井
市
篠
尾
町 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
浄
福
寺

（
７
５
３
年
創
建
）に
生
ま
れ
る

1
9
8
0
年
３
月
31
日 

早
稲
田
大
学

政
治
経
済
学
部
卒
業

1
9
8
2
年
３
月
31
日 

㈶
松
下
政
経
塾

（
第
１
期
生
）修
了

1
9
8
7
年
３
月
31
日 

龍
谷
大
学
大
学

院
博
士
後
期
課
程
修
了（
仏
教
学
・

比
較
宗
教
学
）

同
大
学
院
か
ら
昭
和
59
年
９
月
～

昭
和
60
年
８
月
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

大
学
大
学
院
宗
教
学
研
究
科
へ
文

部
省
奨
学
生
留
学

1
9
8
6
年
１
月
～
12
月
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
州
立
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
大

学
院
へ
ロ
ー
タ
リ
ー
奨
学
生
留
学

浄
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真
宗
本
願
寺
派 

得
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僧
籍
）

教
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住
職
資
格
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顕
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僧
侶
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高
位
）
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